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ＪＲ連合東北地協第 28 回定期委員会 
 

東北地区において大きな組織のうねりを創り出し 

全ての仲間のＪＲ連合への総結集を図ろう！ 
 

ＪＲ連合東北地方協議会は 12 月 14 日、仙台の地において第 28 回定期委員

会を開催し、「真に民主的な労働運動を不断に追求し、安全最優先の取り組み、

政策・組織課題の実現を通じて

働く者と家族の幸せ、ＪＲ産業

の持続的発展を実現しよう！」

をスローガンに据えた向こう１

年間の活動方針に基づいた活動

を展開していくことを確認し

た。 

 

 冒頭あいさつに立った添田議長は現状の組織状況に触れた上で、「ＪＲ東労

組の組織瓦解により職場には数多くの組合未加入者が存在している。だから

こそ、これまでの民主化闘争とともに、ＪＲ産業において労働組合が如何に

必要なのかを多くの仲間に訴えていくことが大切である。それぞれの職場で

全ての仲間に対して健全かつ建設的な労使関係の意義そして目的について力

強く呼び掛け続けてほしい」と力強く訴えた。 

 

 同委員会には来賓としてＪＲ連合尾形泰二郎事務局長、ジェイアール･イー

ストユニオン菅野一位委員長が駆け付け、激励と連帯の挨拶を行った。 

 続いて執行部より現下の取り巻く情勢を踏まえた向こう１年間東北地協と

して取り組むべき方針案について提起がなされ、補強意見を得て満場一致の

承認がなされた。 

 

 その後新たに添田議長をはじめとする新体制が発足、添田議長による団結

ガンバロー三唱により締め括られた。 


